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第９回連合・ＩＬＥＣ幸せさがし文化展 

 

５
部
門
で
退
職
者
連
合
入
賞
者
は
一
三
人 

応
募
総
数
三
、
六
九
六
点
、
退
職
者
連
合
は
昨
年
の
三
倍 

一
四
八
点 

 

＜写真の部＞ ILEC大賞に田中廣子さん（ｸﾗﾚ労組 OB）  

 

七
月
一
日
、
「
第
九
回
連
合
・
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
幸
せ
さ
が
し
文
化
展
」

の
入
賞
者
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
文
化
展
は
、
連
合
と
教

育
文
化
協
会
（Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）が
主
催
し
て
退
職
者
連
合
が
後
援
し
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
で
九
回
目
と
な
る
文
化
展
に
は
、
総
数
で

三
、
六
九
六
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
関
係
で

は
、
昨
年
の
三
倍
近
い
総
数
一
四
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
写
真
の
部
で
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
シ
ニ
ア
友
の
会
・ク
ラ

レ
労
組
岡
山
支
部
の
田
中
廣
子
さ
ん
が
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
大
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
五
部
門
で
一
三
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
多

く
の
受
賞
者
は
、
退
職
者
連
合
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

  

幸
せ
さ
が
し
文
化
展
は
、連

合
の
定
期
大
会
開
催
年
に
合

わ
せ
て
二
年
ご
と
に
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
絵
画
、
写

真
、
書
道
、
俳
句
、
川
柳
の
五

部
門
で
募
集
・
審
査
が
行
な
わ

れ
、
入
賞
作
品
は
、
定
期
大
会

会
場
に
展
示
さ
れ
る
と
と
も 

入賞の方々は以下の通り。（敬称略） 

＜絵画の部＞ 

シニア特別賞/市川貞夫（日産ｴﾙﾀﾞｰｸ

ﾗﾌﾞ）秀作/下原彰禮（日産ｴﾙﾀﾞｰｸﾗﾌﾞ） 

 

＜写真の部＞ 

ILEC大賞/田中廣子（UAｾﾞﾝｾﾝｼﾆｱ友

の会ｸﾗﾚ労組岡山支部）・ｼﾞｭﾆｱ特別賞

/山中蓮温（UA ｾﾞﾝｾﾝｼﾆｱ友の会ｸﾗﾚ

労組岡山支部の家族）・秀作/三ﾂ石不

二夫（基幹労連退職者の会川崎重工

坂出 OB会） 

 

＜書道の部＞ 

シニア特別賞/森下克己（全印刷局退

職者の会）・入選/井上一郎（JR 連合退

職者連絡会 JR 西労組）・特別審査員

賞/藤原節子（NTT 労組退職者の会岩

手県支部協議会） 

 

＜俳句の部＞ 

シニア特別賞/平井辰夫（UA ｾﾞﾝｾﾝｼ

ニア友の会クラレ労組西条支部）・佳作

/佐々木久仁子（NTT 労組退職者の会

奈良県支部協議会）,今泉敏雄（NTT

労組退職者の会青森県支部協議会） 

 

＜川柳の部＞ 

入選/石神美智子（NTT 労組退職者の

会千葉県支部協議会）,浅井辿（NTT

労組退職者の会神奈川県支部協議

会） 

 

退
職
者
連
合
の
参
加
に
つ
い

て
教
育
文
化
協
会
の
村
杉
直
美

常
務
理
事
は
「
退
職
者
連
合
か
ら

は
前
回
に
比
べ
て
百
点
近
い
応

募
増
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
退
職
者
連
合
の
会
員
の
皆

さ
ん
が
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
趣
味
な
ど
の
文
化
活
動
の

成
果
を
発
表
で
き
る
場
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
こ
の
幸
せ
さ
が
し

文
化
展
を
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
」
と
応
募
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。 

 

趣
味
の
発
表
の
場
に
ど

う
ぞ 

に
入
賞
者
は
定
期
大
会
の
中
で 

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

退
職
者
連
合
か
ら
の
応
募
が

増
え
た
こ
と
に
つ
い
て
阿
部
保

吉
会
長
は
「
会
員
の
皆
さ
ん
が

日
ご
ろ
か
ら
培
っ
て
い
る
生
き

が
い
づ
く
り
、
趣
味
の
励
み
に

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
回
か

ら
退
職
者
連
合
の
機
関
紙
ふ
れ

あ
い
情
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
会

員
が
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
」

と
語
り
ま
し
た
。 

●退職者連合では、入賞者全員の喜びの声
を退職者連合のホームページ「お達者だより」
のコーナーでこれから紹介していきます。 

http://tr.jtuc-rengo/


2015年 7月 1日（水） NO210号      ふれあい速報                       (2） 

 

 

 

                                      

 

  

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
カ
ジ
ノ
解
禁
に
つ
い
て
考
え
る
」 

第
５
回
院
内
学
習
会
●
報
告 

 
日
本
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者 

５
３
６
万
人
（
厚
労
省
調
査
） 

 

カ
ジ
ノ
解
禁
法
案
の
廃
案
を
め
ざ
す
日

弁
連
（日
本
弁
護
士
連
合
会
）は
、
六
月 

二
四
日
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
一
階
の

多
目
的
会
議
室
で
「カ
ジ
ノ
解
禁
に
つ
い
て

考
え
る
院
内
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
習
会
に
は
、
消
費
者
団
体
、
市
民
団

体
、
弁
護
士
、
国
会
議
員
な
ど
九
○
人
が

参
加
。
退
職
者
連
合
か
ら
も
六
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
日
弁
連
副
会
長

の
松
葉
知
幸
弁
護
士
が
「
博
打
が
個
人
の
生

活
や
人
生
を
破
壊
し
、
社
会
に
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
。
カ
ジ
ノ
推
進
法
案
は
国

が
人
の
弱
み
に
付
け
込
ん
で
い
く

と
い
う
法
律
で
あ
り
、
許
せ
な
い
。

廃
案
に
向
け
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。 

続
い
て
「
医
師
か
ら
み
た
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
の
実
態
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
精
神
科
医
の
野
末
浩
之
氏

が
報
告
。
二
○
一
四
年
八
月
二
○
日
の

厚
生
労
働
省
調
査
発
表
に
よ
る
と
す
で

に
パ
チ
ン
コ
等
の
影
響
で
わ
が
国
の
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
は
五
三
六
万
人

に
の
ぼ
り
、
諸
外
国
に
対
し
て
日
本
の

数
値
は
異
常
と
も
言
え
る
高
さ
と
指
摘

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
野
末
医
師
は
、
病

的
賭
博
者
の
実
態
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
種

類
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
費
用
・
借
金
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
、「
依
存
症
患
者
の
二
大

特
徴
は
、
借
金
と
ウ
ソ
に
あ
り
、
配
偶

者
や
子
ど
も
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

く
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

犯
罪
を
生
み
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
る 

 
各
団
体
か
ら
の
報
告
で
は
、
退
職
者
連

合
の
菅
井
義
夫
次
長
が
「
退
職
者
連
合
の

多
く
の
会
員
は
、
年
金
で
暮
ら
し
て
い

る
。
な
け
な
し
の
年
金
を
カ
ジ
ノ
賭
博
で

持
っ
て
い
か
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

商
売
の
中
で
麻
薬
、
賭
博
、
売
春
は
昔
か

ら
三
悪
と
い
わ
れ
、
日
本
の
法
律
は
、
こ

の
三
つ
を
禁
止
し
て
き
た
。
安
倍
政
権
は
、

カ
ジ
ノ
を
経
済
再
生
の
起
爆
剤
に
す
る
と

い
う
が
、
本
末
転
倒
だ
。
廃
案
ま
で
断
固

闘
い
抜
き
た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

中
央
労
福
協
の
大
塚
敏
夫
事
務
局
長
も

報
告
に
立
ち
、「
労
福
協
が
取
り
組
ん
で
き

た
多
重
債
務
を
な
く
す
運
動
と
こ
の
カ
ジ

ノ
推
進
法
案
を
な
く
す
運
動
は
、
重
な
り

合
っ
て
い
る
。
こ
の
法
案
は
、
認
め
ら
れ

な
い
。
一
緒
に
闘
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

▲「なけなしの年金をカジノの食い物にはさせ
られない」と怒る菅井次長。 

▲決意を述べる中央労福協

の大塚事務局長。 

▲90人が参加した第５回院内学習会。第186国会の会期が9月まで大幅に

延長された中、参加者は、法案阻止へ決意を固めた。 

井
上
善
雄 

弁
護
士 

  

弁
護
士
の
観
点
か
ら
は
、「
カ
ジ
ノ
と

犯
罪
問
題
」
に
長
く
取
り
組
ん
で
い
る

井
上
善
雄
氏
が
「
公
認
カ
ジ
ノ
で
違
法

な
賭
博
は
な
く
な
ら
な
い
。
カ
ジ
ノ
は

金
と
性
目
的
の
歓
楽
と
し
て
売
買
春
の
場
に

も
な
る
。
ま
た
利
権
や
汚
職
の
場
と
な
り
、
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
脱
税
な
ど
犯
罪
資
金

が
流
入
し
、
反
社
会
的
組
織
と
必
ず
つ
な
が

る
。
カ
ジ
ノ
で
負
け
た
客
の
自
殺
や
心
中
も
カ

ジ
ノ
の
罪
だ
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
ま
し
た
。 


